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中東調査会月間活動誌（2019 年 5 月）

1．中東調査会主催の行事 

（1）トップミーティング 

・5 月 28 日（火）、小澤 仁 外務省 国際情報統

括官「インテリジェンスと外交」（於：ホテルオ

ークラ）。 

＜要旨＞ 

冒頭、外交とインテリジェンスの考え方につ

いて概説し、多元的で正確な情報を収集し、分

析することの重要性について説明した。その上

で複数のインテリジェンスの事例を紹介した。 

（2）中東調査会意見交換会 

・5月 15 日（水）「中東大使を囲む会」（於：帝

国ホテル 「孔雀・東の間」） 

＜概要＞ 

中東に駐在されている日本大使と中東に関

心のある方々との交流促進を目的として、「中

東大使を囲む会」を開催した。各国大使を代表

して大塚聖一・駐カタル特命全権大使がご挨拶

された後、懇談に移った。200 名近くの参加者

が中東各国に派遣されている大使及び関係者

と交流を深め、大変有意義な機会となった。 

（3）中東を知るセミナー（上級編） 

・5 月 28 日（火）、研究員 高尾 賢一郎「変

革かポピュリズムか―宗教国家サウジアラビ

アの変容」（於：フォーリン・プレスセンター「会

見室」）。 

＜要旨＞ 

サウジアラビアの建国の経緯を確認した上

で、同国がどのような行動原理と価値判断の
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基準を持っているのかを、それを実現するた

めに形成された宗教界の役割の変遷とともに

説明した。これを踏まえて、現体制が進め

る、「変革」と評される各種政策が従来の政教

関係に与える影響、また「変革」が目指すと

ころについて述べた。

2. 中東調査会の活動 

（1）中東トピックスの発行【会員限定】 

・2019 年 05 月号（2019 年 06 月 05 日付） 

1．アルジェリア：国民対話の実施へ 

2．イスラエル：総選挙のやり直し 

3．イラン：ザリーフ外相の諸国歴訪 

4．シリア：イドリブ県方面で戦闘激化 

5．トルコ：イスタンブル市長やり直し選挙の世

論調査 

6．GCC：緊迫する域内情勢とサウジの攻勢

※内容はホームページをご参照ください 

（https://www.meij.or.jp/trend_analysis/topics/） 

（2）中東かわら版の発行 

No.25「オマーン：「オマーン・ビジョン 2040」

の進捗」（研究員 高尾賢一郎、5月 7日） 

No.26「サウジアラビア：イスラーム主義者のテ

レビ出演」（研究員 高尾賢一郎、5 月 9 日） 

No.27「イラン・米国：JCPOA の履行一部停止

を表明」（研究員 近藤百世、5月 9日） 

No.28「トルコ：イスタンブル市長選のやり直し

を決定」（研究員 金子真夕、5月 10 日） 

No.29「ヨルダン：内閣改造（第 3次ラッザーズ

内閣）」（研究員 西舘康平、5月 13日） 

No.30「UAE：フジャイラ沖で商船・タンカーに

「破壊行為」」（主席研究員 髙岡豊、5月 13

日） 

No.31「UAE：フジャイラ沖で商船・タンカーに

「破壊行為」＃２」（研究員 高尾賢一郎、5

月 14日） 

No.32「サウジアラビア：ドローンによる石油パ

イプライン攻撃」（研究員 高尾賢一郎、5月

15 日） 

No.33「サウジアラビア：高度外国人材用「グリ

ーン・カード」発行案が可決」（研究員 高尾

賢一郎、5月 16 日） 

No.34「イラン：ザリーフ外相の訪日」（研究員 

近藤百世、5月 16日） 

No.35「イラク：地域情勢緊張の影響」（主席研

究員 髙岡豊、5月 20日） 

No.36「パレスチナ：米国の経済会合をめぐるア

ラブ諸国の反応」（研究員 西舘康平、5月 29

日） 

No.37「イラク：クルド地区の新大統領選出」（主

席研究員 髙岡豊、5月 29 日） 

No.38「サウジアラビア：イスラーム学者を集め

ての「マッカ宣言」」（研究員 高尾賢一郎、

5月 30 日） 

No.39「GCC：マッカでの GCC緊急会合」（研究

員 高尾賢一郎、5月 31 日） 

※内容はホームページをご参照ください。 

（https://www.meij.or.jp/kawara/） 

3. その他

（1）要人往来 

・15 日、イランのザリーフ外相が 3日間の行程

で訪日した。16 日、日本の河野外相と外相会談

を実施した後、安倍首相を表敬訪問した。 

・18 日、「中央アジア＋日本」会合出席のため

タジキスタンを訪問中の河野外相が、同地でア

フガニスタンのラッバーニー外相と会談した。 

・28 日、訪日中のナビール・アブー・ルデイネ・

パレスチナ副首相兼情報相が河野外相と昼食

会を行った。 
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4. 今後の予定（6月）

・6月 7日（金）14:00～15:30、於：日本記者ク

ラブ「会見場」、中東情勢講演会 （渡部恒雄 

笹川平和財団上席研究員、研究員 高尾賢一

郎、研究員 近藤百世「緊迫する湾岸情勢とそ

の展望：2018 年以降のイラン・サウジアラビ

ア関係と米国の中東政策」） 

・6月 19 日（水）、8:30～10:00、於：ホテルオ

ークラ「メープルルーム」、朝食会（山﨑和之 

外務審議官（経済）「今後の経済面における外

交課題」）＊法人会員限定 

・6月 28 日（金）14:00～15:30、於：フォーリ

ン・プレスセンター、「中東を知るセミナー」

（研究員 金谷美紗「エジプト情勢（タイトル

未定）」）＊詳細は後日メールにて配信。 

＊やむを得ない事情により、日時や会場が変更

になることもございますのでご了承ください。

また、この他にもイベントが入ることもござい

ます。詳細等と併せまして、配信メールや HPを

ご参照ください。 

（https://www.meij.or.jp/event/） 


